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占冠消防団　新団長就任占冠消防団　新団長就任

　３月３日に、書道パフォーマンス講座を行いました。大きな
半紙に一人ずつのびのびと文字を書きました。最後に、桜の花
びらを表現するために、ピンク色の手形をペタペタ押して飾り
付けました。作品は、校内に掲示し、卒業証書授与式の際に、
保護者・地域の皆様にご覧いただきました。全員で一つの作品
を作り上げる喜びを実感する良い機会となりました。

　３月９日に、満永大樹同窓会長を迎えて同窓会入会式を行い
ました。卒業生の決意表明では、「トマム学校の卒業生としての
自覚と責任をもち、夢に向かって歩み続けたい」と力強い言葉
がありました。

　３月13日に卒業証書授与式を行いました。本年度の卒業生は
１人で、９年間トマム学校を支え続けてきました。式では、在
校生が一言一言に思いを込めた「送辞」で、卒業生はこれまで
の思い出とこれからの抱負について力強く言葉にした「答辞」で、
それぞれ感謝と決意の気持ちをしっかりと伝えました。御来賓・
地域の方々にも多数出席していただき、途中、涙が零れ落ちる
場面があるなど、感動的な式となりました。

◯悪質商法の被害にあわないためのポイント◯悪質商法の被害にあわないためのポイント

安全·安心なくらしのために安全·安心なくらしのために

野生動物対策の状況
問　農林課林業振興室
　野生鳥獣専門員
℡　56‐2174

　令和７年度の駆除による捕獲頭数は 510 頭と、ここ
数年の中で最多となりました。例年春の捕獲数が最大
となり、冬に向かって減少していきますが、昨年は夏か
ら秋にかけても高水準の捕獲数が続きました（下図）。
この年は村内の若手ハンターが新たに４人増えました
が、その効果はまだ表れず、捕獲数の多くはベテランハ
ンターが担っている状況です。今後も若手ハンターの
技量向上と捕獲機会の増加をめざし、講習会や実地研
修など人材育成に取り組んでまいります。

　４月 14 日には双珠別の国有
林内で足跡の発見がありまし
た（右写真）。山林内では徐々に
活動を始め、静かな冬眠明けを
迎えています。夏に向けヒグマ
の活動は活発になり、遭遇の危
険が増えていきます。遭遇予防
に努めていただくほか、ヒグマ
情報の提供にご協力お願いいたします。

　昨年 10 月以降、北海道内ではハシブトガラスを
はじめとした野鳥で高病原性鳥インフルエンザの感
染確認が相次ぎ、その対象はタヌキやアライグマに
も及びました。村内ではまだ確認事例はありません。
直に触れなければ人への感染リスクは低いのです
が、死骸や衰弱している鳥を発見した場合は触らず、
村役場までご連絡ください。

エゾシカ ヒグマ

鳥類

卒業証書授与式

書道パフォーマンス講座

同窓会入会式

　この度、藤本重克前団長の後任として、４月１日付で占冠消防団長に就任い

たしました鈴木和仁です。歴代団長が築き上げてこられた歴史を重んじ、地域

の安全を守るために全力を尽くす所存です。

　消防団は、火災だけでなく、地震や風水害、雪害といった地域の「ピンチ」に

真っ先に駆けつけるボランティア組織です。団員が志を高く持ち、生き生きと

活動できるよう、風通しの良い組織づくりを進め、次代を担う若い世代の入団

促進にも積極的に取り組んでいきたいと考えております。

　占冠村がより安全で、安心して暮らせる場所であり続けるよう、団員一同、心をひとつにして活動してまい

ります。皆様の温かいご支援をよろしくお願い申し上げます。

※（　）内は前階級、新入団員です。

　「悪質業者は、う ·そ · つ · き !」

【う】 うまい話を信用しない !　～うまい話、絶対にもうかる話には、必ず大きな落とし穴 ・・・～

【そ】 そうだんする !　～ひとりで判断せず、家族 · 知人 · 相談機関に相談を～

【つ】 つられて返事をしない ! すぐに契約しない !　～悪質業者は、言葉巧みにすぐ契約するように迫ってきます～

【き】 きっぱり ! はっきり ! 断る !　～あいまいな返事をせず、キッパリ ! ハッキリ ! 断る ! ～

救急出場状況
（３月分）
一般負傷　  19件  （  18人）
急　　病　  ６件（  ６人）
加　　害　  １件（  １人）
３ 月 計　  26件（  25人）
年間累計　113件（108人）

※（　）内は傷病者搬送人員

消防団人事

団 本 部　副 団 長　坂口　　誠　　（第２分団　分団長）

第１分団　部　　長　髙野　克祐　　（第１分団　班長）
第１分団　班　　長　髙橋　亮太　　（第１分団　団員）

第２分団　分 団 長　長谷川　勘太郎（第２分団　副分団長）
第２分団　副分団長　安居　明美　　（第２分団　部長）
第２分団　部　　長　清水　陽介　　（第２分団　班長）
第２分団　班　　長　江頭　一馬　　（第２分団　団員）
第２分団　団　　員　馬島　克己　　（新入団員）

足跡（大型）


